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This paper deals with the nature of “Akabutsu" ancl "Kurひbutsu"soils in Shimabara 
Peninsula， whieh a1'e light ancl voleanie ash-like. “Akabutsu" is gene1'a11y found in 
a middle 01' lower h01匂onin a soi1 profile. It shows a c010r f1'om bright brownish o1'ange 
(0 g1'ayish b1'own， and contains a sma11 amount of o1'ganic mat(er. “Kurobu(su" is found 
in an upper 01' rniddle horizon in the p1'ofile. I t shows a clark 01' b1aek c010r， ancl contains 
a large amouni 01' organic matter. 130ih "Akabutsu" ancl "Kurobutsu" hacl genera1 
p1可Je1'Itcs: the apparent density was les than 1; the phosphate abso1'ption coefficienl 
exceeclecl over 2000; and the Si02/A1203 in the -2μfraetion 01' elay was 1es than 2. 
These properties agreecl very elose1y with those 01' volcanic ash soi1s in the east no1'thern 
pari of ML Unzen. 
However， the elay con(en(s 01" the soi1s wc1'e higher than those 01' the voleanic ash soils. 
Voleanic grasses were a1so cletectecl in (he coa1'se sancl 1raciion. The weight 10sses by 
alkaline t1'eat江山1ts(deferration， 2% Na2C03 ancl 0.5 N NaOH) were 38-58% of 
the iota1 weight of the … 2 p fraetions of elays， ancl these values were 10wer than those 
101' the voleanic ash soi1s. A sma11 amount of allophane was deteetecl in the clefferated 
soluble fraction by clifer官 lceinfrarecl spectrophotometric ana1ysis. ~i{ajor crystalline 
elay minera1s in the -2 p fraction w巴rekao1inite， vermicu1ite， chlorite， gibbsite ancl 
ilite. Minor crysta11ine elay mine1'als w巴1'ehycl1'atecl ha110ysite ancl montmollionite. 
Th巴 -2μu、actioncontained qua1'tz， cristobalite ancl a slight amount of felclspe1'. On 
the basis of these resultsフ“Akabutsu"ancl "Kurobutsu" soils are consiclerecl to be relatively 
olcl voleanie ash soils. 
I 繍
j活路1.'1り誌には{谷に r赤プツ-'， γ県プツ J と1I予ばれる土壌が分布している.これらの両土;撲は，
「本研究の主主旨はi昭和48年5月日本二!こ機肥料学会九州支部例会で発表ーしたo
f fHlif疫紙株式会社勤
22 佐賀大学長皇学殺;級 資~ ;)8号 (1975)
長崎県農業試験場‘の施J巴標準誠査報告書j)に「赤ブツ地は腐縞質の合致が少なく， 土色は赤禍色
をなし，黒プツ池は腐経質の含;誌が多く， J二色は1ts'褐色及歪黒色を呈L，同土域とも経採で殆ん
ど火山灰様をなし，りん認定吸収力が緩めて強く，有効りん畿の合致甚だ少なし~，さらに「赤ブ
ツ地は表層ーjミ~二jミ五寸1i[は1音色を有し，その下に徴赤褐色又は賀補Bをなすものもある.赤
ブツ地，蒸ブツ:lt!lの区別は明らかではないが，大部分は赤プツ地で，張ブツ地はi9r々に符在す
るJ と簡単に述べられているが，評議1なi謎夜，分析がなされていない.また r火11灰織をなし J
……と述べられているように，火山灰であるとは断定していない.
著者らは，この雨こと;撲の特性と相奨について詳しく検討し，これらの土壌が火山灰土擦である
か否かを明らかにする目的で，本研究を行なった.
II 供試土壌および実験方法
1. 供試土壌
供試土壌は Fig.lふ、よび Table 1 に示した.供拭 j'.峻は ~1Ihli，:北々 vli にあたるが必 IIIJから 2
ケ}9f， l'十]にあたる有家町から 2ケ所，亦ブツ 5ぷ， ~1~ぷつ 4lX の音!.9点を採取して供試ニi二段とし
7こ.
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Table 1. Locality of Soils Used 
Locality 
Yamadabaru， Azuma-cho， Minamitakaki-gun， Nagasaki Pref. 
Nakazato， 1/ 11 11 
Onoe， Arieべ'ho，Minamitakaki-gun， Nagasaki Pref. 
Nakayama， 11 ， 11 11 
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2. 実験方法
!瓜乾納土をmい，似比Z立はEI本悦例法2)により測定した置換酸i皮 (Yl)のiJl日定は大工lJi法，
全炭素の測定は)1二{泣氏のi!fr式法3) lt，I装置換容f設の測定は Schollenberger法， i授換段取法は lN-
jl，酸アンモニュウムにより泣iJ!後， Caふ、よび Mgの測定は原子吸光法， Kふ、よび NaI立焔光法
により測定した.りん駿i吸収係数の測定は2.59oりん酸アンモニュウムにより泣l1!後，パナドモ
リブデ、ン酸iどにより行なった. 機滅的組成は69oH20Zで有機物を除去し， 一i正放処足立を行ない，
酸またはアノレカリで卜分に分散させ，ピペット法により測定した.
粘土 (<2μ)1:1の SiOz;b'よび Alz03の合i廷は， もli土を炭駿ソーダで熔融後 SiOzは霊長法，
Ab03は原子i汲光法により測定した.アルカリ処.f!¥l.による溶解損失泣，赤外線吸収スベクトノレ分
析j今、よぴ紡品性粘土鉱物の!判定は第 1綴4)に添じて行なった.
III 結巣と考察
1. 供試土壌の断筒形態の特徴
1JtiÌit ニ!二 J;lÌ~の I祈fllÎ J診fぷのq:.j'j授は Fig.2 に示した.
否姿の赤プツはj潟継が少なく，土色は椀色ないし!反例色で，弱J鬼状ないし沈状{'iYjj立をなし，あli
二1:が多く，可塑性が強く， ~I[î性が大で，ち?を!1支は20f!iU皮であった.
l~~ブツは!お楠が多く，ゴ:色は L込色ないし 11官初{与で，校状ないし弱塊状構造をなし，粘土が多く，
可塑性が強く， ~，[îm: は Ill f'iU支，ち総!史は 15~20であった.
吾妻IlJfでの赤プツと黒プツのA'F1!J'Qぷは， 11泌総合{立の蕊による土色とあ[j'~生があげられる.
ゐ;プツ ;}j、よび出プツの1¥測の;腕則'段をみると，主?突の 1では表服部に出プツ，百}3 WiにJi.ブツが
認められた.行突の2ではUS1 Hi'に出プツに近似したJftIが認められ，首i:3 1凶に亦ブ、ツ，第 41併に
J込ブツがIL¥射していた. J.'il 辺地区でも去!凶に :~IJブツが認められた.これらのことから，出ブツは
表Jli'fl5j~， J:.び 111Wi 部に，亦プツは中!凶者15 に I:IJ~~-j‘るといえる. 
. ~l~プツ bよび赤ブツの分布総1mは大まかにいって際向 50~350m の総閥に分布し，表j滋吉15 に
mブ、ツが認められる地域は標尚 150~350m の絡む11 ，赤ブツが一1:.に表版斉15 に認められるのは様IlI
50-150mの総Wlで， これらの地域には ~Hプツは認められなかった.出プツがぶ脳部に g沼、められ
ないのは，雨水により流じしたためと思われる.
千1・家IJ1の断ilでUi3 Iff)， ~H 4版には亦ブツが必められ，イi家1]'2の断HII'C!Xi;3 JI'tIに!込ブツ，
第5胞に亦ブツが認められた.
有家1の赤プツは!釘綴が少なく， J二色はIYJ総与j音色で， .iJも状構j立をなし， ~，[i ニi二はやや多く， 11H辺
性は強で，あli性は1'11程度であった.有家2の亦ブ、ツはJI，送航が少なく，ニi二sはIVJ褐色で，あi土は多
く，可塑性は強で，粘性は大きかった.
県プツは!釘植が多く，オニ色は思郷色で，弱与も:伏をなし，粘土は多く， -fiJ塑伎は強で， ~占伎は rfl
であった.
有家 IIJJでの赤プツとよ~V~プツの12 は， Iお織のl~ によるこ仁ßの迷いで，吾妻11汀の場合と類似してい
た.ijミプツ，黒ブツの出現の位j設はIYJらかではないが，赤ブツはよ1.ゾツのドにIL¥射するように忠
わ;(1る.
zt妥 IIIJ と有家町での J:IA プツ，亦ブツの III磁の位 ì~tを総合して考然すると， '};l}~プツは去 j弱者I\ ;b、よ
び'1 1服部に，赤プツは 111J従前\j~，よび fJf1i l'ft5 に認められる.
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2. 供試土壌の理化学的性質およひ'供試土壌と雲仙火山土壌との比較
供i流二1:)裳と'*1Ili安東北部地域の火山灰二!二Jjil(以下火山EkJ二壊と 11予ぷ〕の耳目化学 íl~tl:質について
は Table2， Table 3 ;Jo'よび Fig.3に示した.
A) 仮比重
{反比重は赤プツでは総状態で平均0.68，密状態で平均0.81であった.時ブツの仮比重は粗状態
で平均0.55，被状態で平均0.67であった.[il，j者では赤プツの仮比重が思ブツの仮比に比らべて
おl状態，密状態ともに0.1程度大きい. 県ブツの1li比Z震が小さいのは， ゴ二上袋小の腐植合:泣が多く，
孔|波長が大きく， J:擦が粗状態になっているためと思われる.
両者の仮比重は 1以一iごで・小さく，またこれは火1灰土壊の仮比重と始んどAがなかった.
B) 珪iまん比
赤プツの主主ばんlt!'i，千1・家2-5のように1.4と小ざい依を示すものもあるが，平均1fl3:は1.55であ
った.JHプツの平均1ltは1.72で，亦プツの ~I~ばん比よりも大きい似をぶした.しかしこの悩殺の
J~Hばん比は，出版J!j"ìlll 易11 の allophane IHt火1以I:J哉の:FHばん比(初色1.47，;，U色1.7:3)と始んど
z:f~ は泌められなかった.
C) 土壌の化学的性質
H20浸 111 の pH はdJ~プツでは 5.4-5.5 ， ~.H プツは 5.5 程度で， lllíj者に悲はない. 1N-KCl泣
iJlのpHは亦プツでは有家の13を除いて S以L:の pIf，:tlプツは大体S以，;の pHで， JIlプツの
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Propcrties of Soils Sample. Table 2. 
Si02** 
/Ah03 
Apparent* 
Tcxturc dcnsity 
loosc compact 
Depth 
(口n) Color 
Akabutsu 
1.56 
1.50 
1.73 
1.54 
1.40 
0.77 
0.74 
0.81 
0.83 
0.88 
O.G4 
O.GO 
0.68 
0.69 
0.77 
HC 
HC 
LiC 
LiC 
HC 
5 YR 5/4 
7."> YR ">/4 
">/6 
11 6/8 
10 YR 6/6 
11 
37- :，2 
49-70 
60-110 
110-170 
173-
Horizon 
?????
?
八父urnal
2 
2 
Soils 
λf 
Aric 
Variεty 
λγ 
1.61 
1.63 
1.88 
1.76 
0.63 
0.68 
0.69 
0.68 
0.49 
0.57 
0.56 
0.57 
???? ?
7.5 YR 3/3 
3/4 
2/1 
2/2 
，ぇy
Azuma 1 
2 
2 
0-18 
18-37 
70-97 
75-120 
?????
11 "γ Kurobutsu 
/ノλY 
Arie ，ろy
1.43 
1.73 
(Brown) 
(B1ack) 
Aburabori soil 
Brown total contcnt o[ caぬonwas Ics than 4%， 
B1ack total content of carbon was higher than 4-%. 
* air driccl fine soilホ*…2f1 clay fraction 
pHは赤ブツに比らべて若干イ底い. しかし両者‘ともそれね駿tl:は強いとはいえない.
i段換酸!度 (Yl)は赤プツの2.5に対して思ブツは3.4で，赤ブツのjjが小ざい依を示した.
l1ì~:J針変換孝子1立はwミプツの 19meq，におI して県プツは 30meq，で，両行間に若しい%\'~が認められ
た.
1宜換。VUt~l!~ はよÓ~ ブツ， JEブツともに少なく， Ca， Mg， K J;、よび Naのそれぞれ総てが 1meq，
以|ごで，それらの給月L ，託.ul~飽和!史も小さい偵を示した.赤プツの Jí.，{)主飽和 i主も小ざい11ft を示し
た.ぷブ、ツのJíi，U走飽干IlJ交は 9 061}，J 外にがj して ~Hブ、ツの Jí，，{)j~飽和I交の、iι均自立は 50づれ!皮で小ざかっ
た.
炭素合;抵は赤ブツが2.1タd，思ブツが5.796であった.
りん酸吸収係数はu弱者とも大きいが，とくに恐プツは2900で，赤ブツの2300に比らべて非常に
大きい依てと示した.この授はj~ に，燃fii'î合EE の z~~によるものと考えられる.
なまf，有家2-5(赤プツ)，有家2…3(黒ブツ)は pHが高く， 説換tl:滋基が多く，取恭飽和度
が著しく i渇くなっているのは，この地点がかんさつ図で，布灰などの多用のためである.
以上のことから，赤ブツかよび!忠プツは，駿性はそれほど強くなく，置換性風葱が少なく， l1lK 
1去飽和皮が小さく，りん酸i吸収係数が大きい土撲である.赤プツと黒ブツとの間には，腐組合最
の差により影響された性質，すなわち，綴J創設換容~ffJ:;b-.よびりん酸吸収係数に笈が認められる程
度であった.
これらの両土撲の化学的性質を火山氏土壌の化学的性質と比較すると，赤ブツは補色火1沃土
壌に，思ブツは黒色火山灰土壌に類似している.
D) 土壌の機械的組成
粘土合;誌はu可土壌とも多く，砂合;罰;は少なかった.粘土合;尽の平均値は赤ブツ，思プツともに
4696で，砂合最の平均値は赤プツで181ぢ，黒プツで1296であった.これを火山灰土壌のそれと比
絞すると赤プツ，黒プツともに火山灰土壊より給ごと会議が多く，砂含量は少なかった.
有家1-3，1-4 (赤プツ)，有家公3(黒ブツ)は否姿の赤プツ，思プツに上おらべて粘土合;設が若
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Table 3. Chcmical Propcrtics of Soils. 
Varil"ty ?
?
?
PH changc C.E.C 
11;，0 KCl acidity lt1.，'! 
CVt) 100 g 
Exchangcablc base 
(lIl.c/l 00 g) 
Ca M拭KN九
of base Tolal 日bsorptioJl
satura-carbon cod帥
tio!l (~叫
Azuma 1-3 5.48 5.00 2.91 18.38 0.47 0.69 0.26 0.35 9.63 3.59 2550 
λy 2-3 5.37 5.10 3.28 17.66 0.68 0.84 0.28 0.43 13.64 3.50 2580 
Arie 1-3 5.41 4.55 3.19 21.22 0.39 0.40 0.38 0.51 7.91 1.53 2171 
Ak王abu山 L日1I ，ゲ 1-4 5.50 5.05 1.06 20.23 0.31 0.48 0.29 0.66 8.60 0.63 2194 
!.γ 2-5* 5.95 5.52 1.90 18.81 14.58 2.42 0.32 0.41 92.08 1.26 1760 
average 2.47 19.26 2.10 2251 
Azuma 1-1 5.17 4'.72 4.44 28.87 0.35 0.50 0.31 0.35 5.23 6.92 2842 
1/ 1-2 5.54 4.90 3.65 27.28 0.32 0.40 0.26 0.36 4.91 4.24 2881 
/ノ 2-4 5.58 4.98 3.28 34.13 0.26 0.78 0.22 0.31 4.60 4.86 2954 
Aric 2-3 6.20 5.01 2.39 32.24 1.79 1.07 0.54. 0.40 11.79 6.61 2912 
I averagc 3.44 30.63 5.66 2897 
Brown (10) 1.35 17.68 7.08 2.91 2563 
Black (11) 1.92 32.70 3.30 9.36 3005 
* soil of citrus orcharcl. 
Brown: total content of carbon was les than 4%. 
Black: total contcnt o(、carbonwas highcr than 4'};). 
( ) sample numbcr. 
千少なく，砂、合最;が多く，火山灰土撲にやや近似していた.
泉ブツ j~，よび赤プツの粗ra、について，偏光顕微鏡でf必然してみると，いづれも火山ガラスが認
められた.
以上のことから，赤プツと思ブツの相奥は，主として府組合;ほの援に起因する性質の速いだけ
であった.赤プツシよび黒プツの環化学的性質は，粘土合itの2を除いて火IJ灰ゴ二J;Ji!と類似して
いTこ.
20 40 60 80 10 (%) 
Azuma 1-3 
Azuma 2・3
Arie 1-3 
Arie 1-4 
Arie 2.担5
Akabutsu 
Azumα1-1 
Awma 1-2 
Azuma 2-4 
Arie 2-3 
810ck (1) 
日rawn(I(j 
区芸:BClay [コSilt 怪童ヨ 5and
日!αck: C >4%自rown: C <4% 
Fig. 3 Mechanical Composition of the Soils. 
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3. 粘土の性状
A) アルカリ処理による溶解繍失鑑4)
Table 4にはア Jレカワ処現による溶解損失(迭を示した.
無処理の粘土について脱鉄処理による溶解泣， I悦鉄処理後の主主交について 296Na2C03処理に
よる溶解畳半fよび脱鉄処.f1ll.， 296 Na2C03処理後の残凝について O.5NNaOH処理による熔解法
の3つを測定した.
脱鉄処涯による溶解説は有家公3(諜ブツ)が235ぢで多かったが， f自は135ぢ前後で赤ブツ，黒・
ブツnMでは悲しい還はなかった.
25ぢNa2C03処理による溶解泣は赤プツ ，;~t，プツとも 9%程度で，火山灰土撲に比らべて少な
かっ7こ.
O.5N NaOH処理による溶解抵は，赤プツの2796に対して黒ブツは225ぢ稼度であった.全アノレ
カリ処理による溶解量は38~5896で，赤プツの平均値が4896に対して県ブツの平均値は4496で，
赤ブツの方が黒プツよりす7干多かった.このアルカリ処理による金総frjl(，J査を火山灰オニ壊のそれと
1t~交すると赤プツ， ~f~ブツともに火山灰土主義よりもかなり少なかった. したがって，アルカワ処
理による不終解物が多かった.
Tablc 4. '1、hcwcighl losscs by alkali lrcatmcnts 01' lhc -2μclay [ractions. ¥Yeight losses 
indicate the contcnt of extractable malter with alkali lreatments拙%weight of 
original clay. *: dcferratcc¥ treatmenl，物*:2% Na2C03 treatment of resic¥ues 
remaining after deferratcc¥ lrcatmcnt，仲*:0.5N NaOH trcatment of resic¥ues 
remaining ali:er c¥eferratcc¥ and 2% Na2C03 lreatments， ****: di汀crcnccbctwecn 
original clays anc¥ total weight losscs. 
Dib22C% O Deferration-i-
Soi1s 
EIozi-m;。;LNa 料十 O問 2%NazC03 
varlety zon (%) (%)8 2%Na2C08 N礼O民地利《 十 Insohト
(%) (%) 0.5N NaOH ble***ホ
一一一一一一一一一一一一一一一一…
Azuma 1 3 1.8 6.7 18.5 25.5 44.0 56.0 
λγ 2 3 13.5 9.0 22.5 15.8 38.3 61.7 
八nc Akabulsu 3 15.6 8.0 23.6 30.8 54.4 45.6 
11 4 13.4 11.8 25.2 32.5 57.7 42.3 
λγ 2 5 9.5 7.7 17.2 28.8 46.0 54.0 
Azuma 1 I三robutsu 11.0 7.3 18.3 25.0 43.3 56.7 
11 2 11.8 7.2 19.0 22.0 41.0 59.0 
〆ノ 2 4 10.8 9.2 20.0 20.3 40.3 59.7 
Arie 2 3 22.5 11.0 33.5 19.0 52.5 47.5 
Brown (5) 16.2 16.4 32.6 28.2 60.8 39.2 
B1aは (6) 20.5 15.3 35.8 25.0 60.8 39.2 
( ): samrた口umber
B) 粘土中の allophancの有無
Fig.4には差赤外線吸収スペクトノレ分析の結果を示した.
著者らは allophaneの有無を知る目的で， 1正処耳目の粘土に， (1)脱鉄処理を行なって溶解した
i!IT分， (2)脱鉄処濯を行なったものの残凝に， 2~ぢ Na2C03 処理を行なって溶解した画分， (3) 
脱鉄処理， 2~ぢ Na2C03 処理後の残査に ， O.5N NaOH処理を行なって溶解した額分の 3つの?を
赤外線吸収スベクトノレ分析を行なった.
j悦鉄処理によりだ拍手したi郁子のスベクトノレでは，波数 1200-800cm-1にかけて吸収械があり，
吸収媛大{i:li'i:(r;t波数 970cm-1前後に見られ，allophaneが傑かに淡けているように思われる.
25ぢNa2C03 処理に溶解した磁分の差スペクトルでは，波数 1200-800cm-
1 にかけて吸収械
がみられるが，その吸収媛大佐震は波数 101Ocm-1近くにある.これは脂状法被取が波けている
と思われる.この岡分中には allophaneは認められなかった.
O.5N NaOH 処理により治解した獅分の笈スペクトノレでもは，吸収;fWはかなり鋭角的で，結F~d生
粘土鉱物が溶けているように思われる.
赤プツ，黒プツの差赤外線吸収スペクトノレ分析結染と火山灰土撲のそれ4)とを比較すると赤ブ
ツ，思ブツの方が明らかに allophan合最が少ないように思われる.
11538り (1975)佐官:大学1史学会級28 
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Fig.4 
C) 粘土中の結晶性粘土紘物および一次鉱物
Table 5には赤プツかよび黒ブツの結晶性粘土鉱物ふ、よび一次鉱物を示した.
X線回折ふ、よび示差熱分析によるものである.
赤プツでは粘土鉱物の主体は kaolinite，vermiculite， chlorite， gibbsiteで，他に iliteが認め
られ， hydrat色dhalloysiteは1，2の土撲に，しかも少量;認められた.全体的にみて，赤ブツ4'で
鉱物の同定は
29 
の粘土鉱物の合itt はそi-~H3 ， 23，千T家2-5に多く，布告文1-3，1-4には少なかった.
赤ブツ1/1の一次鉱物は quartzがli1も多く，次いで cristobaliteで， feldsparは倣かに認めら
れた.
思プツでは kaolinite，vermicu1ite， chlorite， gibbsiteが主体で， それぞれの粘土鉱物の合抵は
出畳程度であった illiteは若干少なく， hydrated halloysiteは←吾妻1-2，有家2-3で1.1lfかに認め
欠型1 ・ ;l l:. g~ : ;;~{IIIの火IJI i'1土 lζ 関するのf光(第 2 縦)
られた.
一次鉱物は赤ブツの場合と問機で， quartzが設も多く，次いで cristobaliteで，
んど認められなかった.
亦ブツと諜プツとの!日jでは，全体的にみて，*if品性粘土鉱物の合f創立諜プツの方が多かったが，
*，1; rfl tl:紘こと鉱物の穣!Jiflは始んと!汚じであった.
以上のことを火山灰土壌の給品性粘土鉱物と比絞すると，全般的にみて，粘土鉱物の滋類では，
imogoliteを徐いて殆んど同じで，粘土鉱物の合1訟は赤プツ ， i~l;フ、、ツの方が火山灰土峻より多か
った.ただ，粘土鉱物?をj立の比較少ない有家1-3，1-4 (亦プツ)は火山灰土壌のそれと近似して
feldsparは殆
い7こ.
一次鉱物の合li1は火1灰土岐の合ilと比較して4132千少なく， とくに cristobaliteの合沿が少な
かっ7こ.
Mincralogical Composition of…2μclay fi'actions. Tablc 5. 
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二仁域断1M形態，土域の成化学的tl:'Rtふ、よびおi仁j二の悦状から総合して要約すると，
亦プツと県ブツとのj主いは)お椛合J1のzJ1による;土色が異なるだけで， 1，;] --wr Iで‘の亦プツと思
プツは"司-UJ:材に山米する土壊と考察した.
吾妻地区の赤ブツ，県ブツと有家地iXのホブツ，以ブツとは同一ほ材にr:8ヨiとする土壊とは思わ
れなかった，
A2プツ心、よび県ブツ土峻は， (1)もI;Jニの JJ~ばん上じが小さい， (2) 1反比ilが 1以下である， (3) 
??? 。 佐賀大~~f:J史学:拾おi 訴;:)8 .~り (1975)
酸性が弱く，取法飽和l度が小さく，りん駿i吸収係数が大きい， (4)粘土合虫が多い， (5)単位砂rl"
に火1ガラスが認められる， (6)アルカリ処耳目による溶解f誌が少ない， (7) allophaneが僅かに
認められる， (8)結晶性粘土鉱物の合i立が多い， (9)一次鉱物の合iUが少ないなどの性質を持っ
ている.これらの性質から考察して，赤プツふ、よび黒プツ土壌は，枇積年代がi七絞的にIKく，風
化の進んだ火山氏土域でーある.
摘 要
島原半島に分布している経挺で，火山政織をなすこヒ域，すなわち“赤プツηふ、よび“思ブツ"の本
質について検討した.
1. 亦プツは土壌断TfrIの'1:1脳部や jご}荷主jlに，また出ブツは表@古1Iやr!lJ認部に認められた.
2. 亦ブツは fYJ燈溺色ないしff~色を:fl L， 11誌も止が少なく，また !.Uブツは l約制色または J;I~~色
を呈し， }11G1í~はかなり多くてマまれていた.
3. 赤プツbよび!!Jプツの仮比;改は 1以下で， f也の)1，火山灰ゴニ波に比らべて小さかった.
4. J二機の酸性はそれほど強くなく， J:rl{必飽和!慌が小さく，りん酸吸収係数は大きく， 2000~ 
j滋えていた.
5. 粘土の総ばん比は2よりも小さく ，iぷプツの H~ばん比は ~.Uプツの段ばん比より小さかった.
これらの性質は雲仙民東北部地域に分布する火liI以土波の性質と類似していた.
6. 師土峻の粘土合}ilは火山灰ニ仁左実に比らべてかなり多く含まれていた. iた， 1t砂1¥'に火IL
ガラスが認められた.
7. アノレカリ処理による溶解損失況は38~5896で，火山以上波の溶解損失没より少なかった.
8. allophaneは脱鉄処理による溶解物'11に，ごく少浪合まれていた.
9. 卒者'¥?Itl:粘土鉱物は多i立の kaolinite，vermiculite， chlorite， gibbsite， iliteが合まれ，他に
少量の hydratedhalloysite， montmorilloniteが含まれていた.
10. 一次鉱物としては quartzとcristobaliteが認められ， feldsparは傑かに含まれていた.
これらのあIUt~から，“亦プツ "j:>' よび“!Hブツ "J二 JjÌÌは，よ{主主fi年代の比較的古い火 111Ji)(J:峻である.
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